
第１回学校訪問にみる各学校における取組 佐伯市立鶴見中学校

鶴見中学校では、「郷土愛と確かな学力を身につけ、心豊かでたくましい生徒の育成」を目指し、学校・家庭・地域が一体となって「あいさつ」「郷土学（防災）」の取組を推
進している。また、週３日５時間授業の取組を継続したり、会議計画を作成して効率的な学校運営ができる体制を整えたり、計画年休の確実な実施を進めたりしている。

取組概要

【学校マネジメントの工夫】
◆生徒の実態を踏まえ、学校運営協議会において学校・家庭・地域が一
体となって取り組む内容を設定し、連携と分担によるマネジメントを推進し
ている。

◆教頭・教務主任を中心として、年間の会議計画を立て、主任・分掌担当
の提案時期を明確にし、見通しをもった学校運営を行うとともに、月２回
以上の運営委員会で各種会議の精選を図っている。

工夫・ポイント

◆佐伯市学校教育活動チャレンジ支援事業（ 学チャレ事業）において、
授業時数確保等を行いながら週3日5限授業を実施している。教材研究
時間の確保、時間外勤務時間の削減、計画年休取得の取組につなげて
いる。

働き方改革の工夫

教師と生徒が共に創る授業

書く力の育成、読書機会の確保

４学級３５名

授業づくりの工夫

生徒会が主体となって策定した「鶴中授業スイッチ」

課題の解決に必要な情報を取り出す

伸びやかに歌う

実験結果を比較する朝学習「鶴中タイム」のもち方を工夫し、「コラム学習」「教科学習」「読書」を
位置付けている


